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年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
安
泰
、
氏

子
崇
敬
者
の
皆
様
の
平
安
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
異
常
気
象
と
と
も
に
自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
で
あ
り
、
と

り
わ
け
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
り
、
復
興

の
見
通
し
が
中
々
立
た
ず
に
、
年
が
改
ま
り
ま
し
た
今
で
も
苦
し
ん
で

い
る
多
く
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
こ
と
を
思
う
と
大
変
心
が
痛
み
ま
す
。

一
方
で
東
日
本
大
震
災
の
時
に
見
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、
他
を
思
い
や
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
助
け
合
っ

て
い
る
様
子
は
、
人
と
人
と
の
絆
を
再
び
強
め
、
神
道
が
大
切
に
し
て

い
る
清
き
心
を
も
っ
た
日
本
人
と
し
て
の
本
来
の
良
き
姿
を
見
て
い
る

よ
う
で
救
わ
れ
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
当
社
で
も
す
ぐ
に
復
興
祈
願

を
執
り
行
い
、
神
社
本
庁
、
茨
城
県
神
社
庁
も
お
見
舞
い
と
被
災
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
が
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
冷

た
い
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
濁
流
に
の
ま
れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
が
発
見
さ
れ
た
場
所
に
向
か
っ
て
、
傘
を
た
た
ん
で
黙
礼
さ
れ
ま
し

た
お
姿
と
温
か
い
お
言
葉
を
お
か
け
下
さ
っ
て
お
見
舞
い
な
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
被
災
者
た
ち
は
ど
ん
な
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
年
は
日
本
で
多
く
の
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
茨
城

県
で
は
つ
く
ば
市
で
Ｇ
７
科
学
技
術
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
主
要
国
首
脳
会
議
が
数
あ
る
候
補
地
の
中
で
伊
勢
の
神
宮
に
近
い

三
重
県
志
摩
市
が
選
ば
れ
、
安
倍
首
相
に
よ
り
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
と
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命
名
さ
れ
ま
し
た
。
同
市
に
決
定
さ
れ
た
理
由
は
、
伊
勢
の
神
宮
は
悠

久
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
日
本
の
精
神
性
に
触
れ
る
に
は
大

変
よ
い
場
所
で
あ
り
、
志
摩
に
は
日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
美
し
い

自
然
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。
各
国
の
首
脳
が
訪
れ
る
見
込
み
の
伊
勢
の

神
宮
は
皇
室
の
御
祖
神
で
あ
り
、
日
本
人
の
大
御
祖
神
で
あ
る
天
照
大

御
神
さ
ま
を
お
ま
つ
り
し
て
お
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
総
氏
神
に
あ

た
り
ま
す
。
古
く
か
ら
人
々
の
あ
こ
が
れ
の
地
で
あ
っ
た
伊
勢
の
神
宮

に
世
界
の
主
要
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
訪
れ
て
、
日
本
の
神
道
文
化
に

触
れ
ま
す
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　

日
本
と
い
う
国
は
天
皇
陛
下
の
ご
存
在
の
も
と
に
国
民
が
一
つ
に
ま

と
ま
り
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

つ
ら
い
こ
と
、
困
難
な
事
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
か
に

支
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
希
望
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
陛
下
は
国
も
民
も
安
ら
か
に
な
る
よ

う
常
に
お
祈
り
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
古
い
も
の
が
改
ま
っ

て
い
く
こ
の
新
し
い
年
に
は
ぜ
ひ
伊
勢
の
神
宮
の
お
札
で
あ
る
神
宮
大

麻
を
中
心
に
、
氏
神
さ
ま
の
お
札
や
崇
敬
す
る
神
社
の
お
札
を
お
祀
り

し
て
今
年
一
年
の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
麗
し
い
伝
統
と
歴

史
を
継
承
し
て
い
く
中
で
、
皆
様
の
生
活
が
よ
り
良
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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皇
紀
二
千
六
百
七
十
六
年
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
、
国
土
安
穏
、

万
民
豊
楽
を
祈
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
戦
後
七
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
年
で
し

た
が
、
丙
申(

ひ
の
え
さ
る)

の
本
年
は
、『
果
実
が
成
熟
し
て
い
き
、

つ
ま
っ
て
い
く
状
態
』
で
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
結
実
し
て
い
く
年

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
十
年
前
と
な
る
丙
申
の
昭
和
三
十
一
年
は
、
日
本
は
神
武
景

気
と
言
わ
れ
た
時
期
で
、日
本
が
国
際
連
盟
に
加
入
、ま
た
横
浜
市
・

名
古
屋
市
・
京
都
市
・
大
阪
市
、
神
戸
市
の
五
市
が
初
の
政
令
指

定
都
市
と
な
り
、
経
済
白
書
に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
記

載
さ
れ
る
な
ど
、
戦
後
の
復
興
が
改
め
て
明
確
に
示
さ
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
秋
十
月
七
日
ま
で
第
七
十
四
代
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
の

任
に
当
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。
警
察
の
「
察
」
は
、“
人
の
心
を
察

す
る
”
の
「
察
」、わ
が
国
の
警
察
の
皆
さ
ん
が
日
々
徹
底
的
に
人
々

の
幸
せ
に
昼
夜
を
分
か
た
ず
献
身
的
に
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、

胸
が
熱
く
な
る
こ
と
度
々
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、『
義
』
に
つ
い
て
思
い
を
い
た
し
て
お
る
と
、
奇

新
年
の
ご
挨
拶

参
議
院
議
員
・
前
国
務
大
臣

山
谷
え
り
子
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し
く
も
本
年
は
、
ナ
チ
ス
の
手
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
『
命
の

ビ
ザ
』で
有
名
な
杉
原
千
畝
の
没
後
30
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ユ
ダ
ヤ
人

狩
り
が
行
わ
れ
、
大
量
虐
殺
な
ど
、
迫
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
日

本
を
通
過
す
る
ビ
ザ
の
発
行
を
も
と
め
、
杉
原
が
領
事
代
理
と
し

て
赴
任
し
て
い
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
日
本
領
事
館
に
は
多
く
の
ユ
ダ

ヤ
人
が
群
れ
を
な
し
ま
し
た
。
杉
原
は
、
寝
食
を
忘
れ
ビ
ザ
を
発

行
し
つ
づ
け
ま
し
た
。

　

杉
原
は
、「
苦
慮
の
あ
げ
く
、
私
は
つ
い
に
人
道
主
義
、
博
愛
精

神
第
一
と
い
う
結
論
を
得
ま
し
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
約
六
千
人
と
も
い
わ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
日
本
で

最
初
に
上
陸
し
た
場
所
が
私
の
故
郷
で
あ
る
福
井
県
の
敦
賀
港
で

し
た
。

「
妻
が
日
本
海
の
海
上
で
赤
ん
坊
を
生
ん
だ
。
日
本
の
警
官
も
医
師

も
親
切
だ
。
予
想
も
せ
ぬ
厚
意
に
満
ち
た
日
本
の
取
扱
い
、
美
し

い
風
景
、
女
中
は
ニ
コ
ニ
コ
と
氷
や
パ
ン
、
ミ
ル
ク
を
買
っ
て
く

れ
る
。
こ
の
お
か
げ
で
妻
は
命
拾
い
を
し
た
」

「
花
に
あ
ふ
れ
た
小
さ
な
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
美
し
い
街
並
み
で
、
大

変
礼
儀
正
し
い
人
た
ち
の
住
ん
で
い
る
、
お
と
ぎ
の
国
の
よ
う
な

と
こ
ろ
、
こ
れ
が
敦
賀
の
第
一
印
象
だ
っ
た
。」

　

こ
の
他
に
も
、
コ
ー
ト
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
な
く
し
諦
め
て
い

た
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
交
番
に
届
け
ら
れ
て
い
た
り
、
子
供
が

迷
え
ば
必
ず
誰
か
が
送
り
届
け
て
く
れ
た
り
と
、
日
本
人
に
親
切

に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
口
々
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
先
生
が
子
供
た
ち
に“
親
切
に
し
ま
し
ょ
う
”と
教
え
、

果
物
屋
さ
ん
は
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
を
配
り
、
奥
さ
ん
た
ち
は
お
む

す
び
を
作
っ
て
配
り
、
銭
湯
の
「
朝
日
湯
」
が
浴
場
を
無
料
で
提
供

し
、
時
計
屋
、
靴
屋
さ
ん
も
無
料
で
修
繕
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
な
ど
、

疲
れ
と
飢
え
の
中
に
あ
っ
た
人
々
を
も
て
な
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

敦
賀
は
、
人
道
の
港
、
天
国
だ
っ
た
と
い
う
声
を
、
私
は
故
郷

の
一
人
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
“
思
い
や
り
”“
献
身
”
と
い
っ
た
国
民
性
は
、
現
在

も
世
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
悠
久
の
歴
史

の
中
で
紡
が
れ
て
き
た
日
本
人
の
心
、
国
柄
だ
と
思
い
ま
す
。

　

単
に
、
物
質
的
、
経
済
的
な
成
長
だ
け
に
目
を
む
け
る
の
で
は

な
く
、
心
も
成
熟
し
て
い
け
る
年
と
な
る
よ
う
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

国
家
の
安
寧
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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祭
事
予
定
　
一
月

	

一
日	

歳
旦
祭

	

三
日	

元
始
祭

	

五
日	

釿
始
祭

	

七
日	

昭
和
天
皇
祭
遥
拝
式

	
十
日	

初
事
比
羅
祭

	

十
四
日	
尖
閣
諸
島
安
全
祈
願
祭

	

十
五
日	

古
札
炎
上
祭

	

二
十
二
日	

御
本
殿
畳
奉
納
奉
告
祭

	

二
十
五
日	

初
天
神
祭

　
「
木
造
り
始
め
」
と
も
言
い
、
釿
と
は
手

斧
の
こ
と
で
、
即
ち
釿
を
以
て
用
材
を
造

り
始
め
る
儀
式
で
す
。
当
社
で
は
御
神
札

を
始
め
交
通
安
全
・
厄
除
等
お
守
り
類
、

社
殿
修
復
や
菊
会
場
作
成
等
に
関
わ
る
木

材
に
釿
を
入
れ
る
儀
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
匠
（
宮
大
工
）
は
装
束
姿
で
古
式
豊
か

に
釿
始
を
行
い
ま
す
。

　

新
年
を
祝
い
皇
室
の
弥
栄
と
国
の
隆
昌
、

世
界
の
平
和
を
祈
念
し
、
併
せ
て
、
氏
子
、

崇
敬
者
の
方
々
の
安
泰
を
祈
る
祭
典
で
す
。

　

宮
中
に
お
い
て
は
、
天
皇
陛
下
四
方
拝

の
後
に
宮
中
三
殿
（
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
）

に
て
五
穀
豊
穣
、国
家
安
泰
、国
民
の
幸
福
、

世
界
平
和
を
願
い
ま
す
。

釿
始
祭

歳
旦
祭
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祭
事
予
定
　
二
月

	

十
三
日	

旧
初
午
大
祭

	
	

絵
馬
祭
・
絵
馬
炎
上
祭

	

二
十
日	

春
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

	

三
日	

節
分
追
儺
式

	

六
日	

初
午
大
祭

	

七
日	

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭

	
	

旧
大
祓
式

	

八
日	

旧
歳
旦
祭

	
	

針
供
養
祭

	
十
一
日	

紀
元
祭

	
十
二
日	

初
甲
子
祭

	

十
四
日	
祈
年
祭
・
初
穂
講
大
祭

祭
事
予
定
　
三
月

　

初
午
祭
と
は
、
新
暦
・
旧
暦
と
も
に
二

月
の
最
初
の
午
の
日
に
行
わ
れ
る
お
祭
り

で
、「
事
始
め
」「
仕
事
始
め
」
の
日
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は

厳
冬
か
ら
春
に
季
節
が
移
り
変
わ
り
、
陽

気
は
だ
ん
だ
ん
と
盛
ん
に
な
り
、
草
木
を

始
め
万
物
が
活
動
を
始
め
る
時
期
で
す
。

　

当
社
で
は
こ
の
新
暦
、
旧
暦
の
初
午
の

日
に
毎
年
収
穫
さ
れ
る
穀
物
の
豊
作
と
商

工
業
を
は
じ
め
す
べ
て
の
物
事
が
順
調
に

進
み
、
発
展
す
る
こ
と
を
稲
荷
大
神
様
に

祈
願
し
、
国
家
と
国
民
の
安
泰
を
祈
り
ま

す
。

　

笠
間
稲
荷
神
社
で
は
節
分
の
日
に
、
午

後
三
時
と
午
後
七
時
の
二
回
、
神
事
節
分

追
儺
式
を
行
い
ま
す
。「
節
分
祭
」
は
冬
の

節
か
ら
春
の
節
に
移
る
立
春
の
前
夜
に
行

い
、
悪
疫
退
散
・
除
災
招
福
を
祈
る
神
事

で
す
。

　

当
社
の
節
分
追
儺
式
は
拝
殿
に
お
い
て

の
祭
典
終
了
後
、
境
内
の
特
設
撤
豆
台
に

お
い
て
神
職
が
古
式
に
則
り
、
桃
の
弓
、

芦
の
矢
、
桃
の
杖
で
追
儺
式
を
行
い
ま
す
。

初
午
大
祭
・
旧
初
午
大
祭

節
分
追
儺
式
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三
日	

神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

	

九
日	

例
大
祭

	

二
十
九
日	

昭
和
祭

	

十
日	

御
田
植
祭

	
二
十
日	

講
社
大
祭

	

下
旬	

車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

	

三
十
日	

夏
越
の
大
祓

	
	

茅
の
輪
く
ぐ
り

祭
事
予
定
　
四
月

祭
事
予
定
　
五
月

祭
事
予
定
　
六
月

　

当
社
で
は
、
六
月
晦
日
に
斎
行
し
ま
す

夏
越
の
大
祓
式
の
一
環
と
し
て
、「
車
の
茅

の
輪
く
ぐ
り
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
半
年
間
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
犯
し
た
罪
や
穢
れ
を
茅
の
輪
を
く
ぐ
る

こ
と
に
よ
っ
て
祓
い
清
め
る
神
事
で
す
。

「
車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
は
車
社
会
の
進
展

に
よ
る
交
通
安
全
の
意
識
高
揚
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

笠
間
稲
荷
神
社
で
は
、
毎
年
五
月
十
日
、

稲
荷
神
社
御
神
饌
田
に
お
い
て
古
式
ゆ
か

し
く
御
田
植
祭
を
斎
行
し
ま
す
。

　

御
田
植
祭
は
そ
の
年
の
豊
穣
を
祈
願
す

る
と
と
も
に
、
稲
荷
の
大
神
様
に
毎
日
御

供
え
す
る
御
米
（
み
け
）
を
栽
培
す
る
稲

苗
の
植
付
け
の
神
事
で
あ
り
、
こ
の
祭
典

は
由
緒
あ
る
重
儀
と
し
て
厳
修
し
て
い
ま

す
。

車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

御
田
植
祭
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八
月
の
第

一
日
曜
日
に

は
献
燈
祭
が

執
り
行
わ

れ
、
境
内
は

大
小
様
々
な

多
く
の
行
燈
が
飾
り
立
て
ら
れ
ま

す
。
夏
の
暑
さ
が
和
ら
ぐ
夕
刻
の

浄
闇
に
浮
か
ぶ
行
燈
の
灯
り
は
風

情
豊
か
で
す
。

　

二
月
三
日

に
は
節
分
追

儺
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
に
は

邪
気
を
祓
う

と
共
に
福
を
い
た
だ
こ
う
と
多
く
の

崇
敬
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

五
月
の
Ｇ
Ｗ
の
頃
に
は
境
内
の
藤
棚
の

藤
の
花
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の

藤
は
樹
齢
四
百
年
を
超
え
て
い
る
見
事
な

物
で
す
。
社
殿
側
に
あ
る
八
重
の
藤
（
写

真
左
）
は
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
も
う
一
株
の
藤
（
写
真
上
）

は
満
開
に
な
り
ま
す
と
、
花
穂
の
長
さ
が

一・
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
大
藤
で
、
本
県

一
の
大
き
さ
を
誇

り
ま
す
。
境
内
に

咲
き
誇
る
藤
の
香

を
是
非
お
楽
し
み

下
さ
い
。

　

十
月
中
旬
～
十
一
月
下
旬
に
か
け
て

菊
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中

は
境
内
が
菊
花
に
て
飾
り
立
て
ら
れ
る

ほ
か
、
御
本
殿
後
方
の
会
場
に
て
菊
人

形
展
が
行
わ
れ
ま
す
。
十
一
月
三
日
に

は
翌
年
の
五
穀
の
豊
凶
を
占
う
神
事

流
鏑
馬
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、

菊
ま
つ
り
期

間
中
に
は
様
々

な
催
事
も
行

わ
れ
ま
す
。

夏 春

冬 秋
笠間稲荷神社の四季 　笠間稲荷神社には年間を通して様々な祭事や催事、

境内を彩る草花がございますが、ここでは特に代表的
なものをご紹介いたします。
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笠
間
稲
荷
神
社
日
誌

平
成
二
十
七
年

◆
七
月

二
日	

十
七
神
社
連
絡
会

	

西
之
宮
神
社
宮
司
　
唐
松
孝
文
様

十
日	

当
社
責
任
役
員
会
・
総
代
会

十
一
日	

豊
四
季
講

十
二
日	

水
神
講

十
九
日	

伊
弉
諾
神
宮
新
旧
総
代
会
宮
司
　
本
宮
孝
至
様

二
十
五
日	

笠
間
稲
荷
神
社
敬
神
婦
人
会
総
会

	

笠
間
稲
荷
神
社
敬
神
婦
人
会
　
会
長
塙
菊
枝
様

二
十
九
日	

寒
川
神
社
少
年
館
　
指
導
員
　
前
嶋
正
様

三
十
一
日	

國
學
院
大
學
指
定
実
習
（
六
日
ま
で
）

◆
八
月

一
日	

本
社
御
田
植
祭

	

事
比
羅
祭

	

末
社
祭

二
日	

献
燈
祭

七
日	

歌
懸
稲
荷
神
社
責
任
役
員
　
長
谷
川
憲
治
様

十
日	

絵
画
奉
納
　
㈲
小
沼
鉄
工
所

十
三
日	

旧
大
祓
式

十
六
日	

甲
子
祭

二
十
日	

結
婚
式
　
来
栖
家
・
山
口
家

二
十
三
日	

宇
都
宮
笠
間
講

二
十
七
日	

大
洗
磯
前
神
社
　
吉
田
卓
史
様

	

國
學
院
大
學
指
定
実
習
生
　
班
長
押
本
和
香
奈
様

三
十
日	

真
岡
加
波
山
登
山
講

◆
九
月

七
日	

埼
玉
丸
元
講

八
日	

東
京
八
方
講

十
日	

抜
穂
祭

十
二
日	

五
丁
目
友
の
会

十
九
日	

結
婚
式
　
阿
部
家
・
菅
原
家

二
十
一
日	

笠
間
中
学
校
昭
和
四
十
五
年
度
卒
業
還
暦
同
窓
会

	

一
般
社
団
法
人
笠
間
観
光
協
会
会
長
　
増
渕
浩
二
様

二
十
三
日	
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

	

小
笠
原
流
弓
馬
術
礼
法
奉
納

二
十
六
日	

水
戸
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
菊
地
敏
様

	

米
山
記
念
奨
学
生
　
サ
イ
ギ
ョ
ク
フ
ン
様

二
十
七
日	

中
秋
祭

二
十
九
日	

太
田
市
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
八
四
〇
地
区

	

太
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
　
椎
名
章
様

◆
十
月

四
日	

結
婚
式
　
前
川
家
・
齊
藤
家

八
日	

北
多
摩
神
道
青
年
会
む
ら
さ
き
会
会
長

	

栗
原
孝
典
様

十
日	

結
婚
式
　
川
上
家
・
篠
崎
家

十
五
日	

甲
子
祭

十
七
日	

神
嘗
奉
祝
祭

	

菊
ま
つ
り
開
催
奉
告
祭

	

笠
間
の
菊
ま
つ
り
開
会

	

橋
本
同
姓
会

十
八
日	

結
婚
式
　
富
田
家
・
佐
藤
家

十
九
日	

長
心
講

二
十
三
日	

尚
歯
祭

	

常
磐
大
学
留
学
生
代
表
　
カ
イ
ル
・
フ
ー
バ
ー
様

二
十
四
日	

四
條
流
庖
丁
式
奉
納

	

四
條
司
第
四
十
一
代
　
四
條
隆
彦
様

	

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
二
十
周
年
記
念
式
典

二
十
五
日	

「
私
の
好
き
な
笠
間
」
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

	

東
京
中
央
講

二
十
六
日	

茨
城
県
敬
神
婦
人
連
合
会
大
会

	

茨
城
県
敬
神
婦
人
連
合
会
会
長
　
塙
菊
枝
様

	

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
事
務
局
長
　
金
澤
大
介
様

二
十
八
日	

講
社
大
祭

三
十
一
日	

番
匠
免
講

	

小
笠
原
流
に
よ
る
古
稀
祝
鎧
着
初
め
の
儀

赤
字
…
祭
典
　
　
緑
字
…
行
事

青
字
…
結
婚
式

黒
字
…
講
中
参
拝
・
正
式
参
拝
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◆
十
一
月

一
日	
笠
間
友
部
街
商
組
合

	

寄
居
笠
間
講

	

瑞
穂
観
光
サ
ー
ビ
ス
東
部
案
内
所

	

匝
瑳
立
身
太
々
講

三
日	

明
治
祭

	

神
事
流
鏑
馬

	

下
前
笠
間
稲
荷
神
社
講
・
五
辻
笠
間
講
・

	

南
百
笠
間
講
・
東
京
東
両
国
八
町
睦
笠
間
勇
山
講
・

	

松
伏
地
区
笠
間
講
・
増
森
新
田
講

四
日	

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ラ
ー
市

	

市
長
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ュ
ウ
ラ
ー
様

	

越
谷
穀
信
講

五
日	

三
峯
山
奥
之
宮
神
璽
講
社

	

長
須
職
工
組
合

七
日	

笠
間
示
現
流
奉
納

	

笠
間
落
語
会

	

笠
間
市
乾
杯
条
例
二
周
年
記
念
式
典
祈
願
祭

	

假
屋
崎
省
吾
の
世
界

	

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
草
加
支
部

	

立
野
神
社
護
持
会

	

立
野
神
社
宮
司
　
戸
澤
務
様

八
日	

大
和
古
流
奉
納

	

東
京
国
立
講

	

結
婚
式
　
小
嶋
家
・
江
川
家

九
日	

脇
田
町
寿
会
会
長
　
田
中
哲
夫
様

十
日	

玉
前
神
社
宮
司
　
栗
原
祟
次
様

十
三
日	

当
社
責
任
役
員
会
・
総
代
会

十
四
日	

日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会
会
長
　
岩
澤
敏
様

十
五
日	

霜
月
祭

	

舞
楽
祭

	

川
口
平
和
講
・
坂
東
市
岩
井
職
工
組
合
・

	

横
浜
敬
神
会

十
七
日	

埼
玉
県
酒
造
組
合
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

十
八
日	

西
茨
城
支
部
神
社
総
代
会

	

西
茨
城
郡
神
社
総
代
会
会
長
　
德
蔵
常
松
様

十
九
日	

小
松
稲
荷
講

二
十
一
日	

安
行
笠
間
講

	

正
徳
講

二
十
二
日	

結
婚
式
　
小
島
家
・
阿
部
家

二
十
三
日	

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

	

笠
間
の
菊
ま
つ
り
千
秋
楽

	

常
磐
稲
荷
鎮
守
講
・
浦
向
笠
間
稲
荷
講

二
十
五
日	

塩
原
温
泉
笠
間
講

	

野
田
市
睦
講

二
十
六
日	

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
八
二
〇
地
区

	
ガ
バ
ナ
ー
　
倉
沢
修
市
様

二
十
七
日	
笠
間
中
学
校
昭
和
三
十
五
年
卒
業
生
同
窓
会
様

二
十
九
日	

結
婚
式
　
礒
山
家
・
鈴
木
家

	

舩
橋
大
日
講

◆
十
二
月

一
日	

㈲
山
﨑
石
材
店

五
日	

茨
城
県
菊
花
連
盟
菊
花
品
評
会
表
彰
式

八
日	

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
㈱

	

ロ
サ
ラ
ー
ン
ド
㈱

	

㈲
伊
部

十
四
日	

甲
子
祭

二
十
二
日	

御
火
焚
串
炎
上
祭

二
十
三
日	

天
長
祭

二
十
五
日	

サ
ン
コ
ー
㈱

二
十
六
日	

結
婚
式
　
近
藤
家
・
齋
藤
家

二
十
八
日	

鹿
島
祓

三
十
一
日	

大
祓
式

　

十
月
二
十
四
日
、
四
條
司
家
第
四
十
一
代
四
條
隆
彦
氏

が
ご
来
社
に
な
り
、
ご
神
前
に
て
庖
丁
式
を
御
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
笠
間
市
国
際
交
流
協
会
の
設
立
二
十
周

年
記
念
式
典
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会
場
と
な
っ

た
拝
殿
に
は
レ
バ
ノ
ン
大
使
イ
マ
ン
・
ユ
ー
ニ
ス
氏
を
は

じ
め
関
係
者
や
ご
参
拝
者
な
ど
約
二
百
名
が
見
学
さ
れ
ま

し
た
。
雅
楽
の
音
色
の
な
か
当
主
が
庖
丁
と
箸
を
巧
に
扱

い
、
手
を
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
魚
の
な
か
で
最
も
上
位

と
さ
れ
る
鯉
を
捌
き
、
大
神
様
に
ご
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

番
外
編

四
條
司
家
庖
丁
式
奉
納

～
外
国
人
を
魅
了
す
る
和
の
お
も
て
な
し
～
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西
秩
父
笠
間
講
は
、
埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
に
お
住
ま
い
の
松
田
昌
太
郎

さ
ん
が
第
四
代
の
講
元
と
し
て
講
員
を
束
ね
、
毎
年
六
月
に
参
拝
を
続
け
て
い

る
講
中
で
す
。
昭
和
五
十
一
年
に
初
代
講
元
・
町
田
林
さ
ん
が
中
心
に
講
を
創

立
し
、
二
代
講
元
・
久
保
吉
市
さ
ん
、
三
代
講
元
・
和
田
虎
男
さ
ん
ら
が
地
域

の
人
々
に
声
を
掛
け
、
今
日
ま
で
四
十
年
稲
荷
大
神
様
の
御
神
徳
を
仰
が
れ
て

き
ま
し
た
。
小
鹿
野
町
、
吉
田
町
の
二
町
と
そ
の
他
五
ヶ
村
に
住
む
講
員
で
参

拝
を
す
る
こ
と
か
ら
地
域
の
名
を
冠
し
た
「
西
秩
父
笠
間
講
」
と
い
う
講
名
と

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

西
秩
父
笠
間
講
の
参
拝
は
、
創
立
当
初
か
ら
朝
早
く
バ
ス
で
笠
間
に
向
か
い
、

昇
殿
参
拝
、
昼
食
の
後
に
帰
路
に
つ
く
と
い
う
日
帰
り
旅
行
形
式
で
、
近
年
は

六
月
の
第
三
日
曜（
父
の
日
）を
参
拝
日
と
し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
商
売
、
養
蚕
、

農
業
と
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
持
つ
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
共
に
笠
間
へ
お
詣

り
に
来
て
お
り
、
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
松
田
講
元
か
ら
「
信
仰
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」

と
講
中
参
拝
の
心
構
え
を
話
す
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

松
田
講
元
を
は
じ
め
、
世
話
人
の
皆
さ
ん
は
ご
自
宅
の
神
棚
の
稲
荷
大
神
様

や
氏
神
様
へ
お
米
や
お
水
等
を
、
お
正
月
な
ど
特
別
な
折
に
は
手
打
ち
う
ど
ん

や
お
雑
煮
等
を
お
供
え
し
、
日
々
の
平
穏
な
暮
ら
し
を
祈
っ
て
お
り
、
神
様
へ

の
ご
奉
仕
は
日
常
の
一
部
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で

「
神
様
を
拝
ん
で
い
る
お
か
げ
で
助
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」

　
「
あ
わ
や
大
怪
我
、
あ
わ
や
大
事
故
と
い
う
寸
前
で
回
避
で
き
た
時
は
神
様
に

お
守
り
い
た
だ
い
た
と
感
じ
た
」
と
大
神
様
の
御
加
護
を
実
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
次
々
に
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
「
車
の
キ
ー
を
紛
失
し
た
際
、
三

人
が
か
り
で
探
し
て
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
神
棚
に
向
か
い
神
様
に
祈
願

し
た
ら
す
ぐ
に
見
つ
か
っ
た
」「
大
き
な
病
気
を
せ
ず
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
が
た
い
」
等
、
日
常
生
活
の
中
で
自
然
と
神
様
を
拝
み
、
感
謝
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
若
年
層
は
な
か
な
か
講
中
参
拝
に
積
極
的
で
は
な
い
傾
向
に
あ
り
、

講
員
数
の
維
持
・
増
加
を
講
運
営
の
課
題
と
し
て
お
り
ま
す
が
「
息
子
が
家
を

建
て
た
時
に
し
っ
か
り
神
棚
が
あ
り
、
家
で
神
様
を
祀
る
自
分
の
姿
を
ず
っ
と

見
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
神
様
へ
の
信
仰
心
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
様
子
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
秩
父
笠
間
講
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
講
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

講
中
を
訪
ね
て

西
秩
父
笠
間
講

当社には古くから「講中」という団体で参拝される崇敬者の組織があります。
地域、血縁、仕事仲間など、稲荷大神様とご神縁を結ばれた様々な講中が
全国各地で活動しています。今回、ご紹介するのは・・・

▲�お忙しい中、訪問取材をご快諾・ご協力いただきまし
た西秩父笠間講役員の皆さん。
　�前列左より副講元・齋藤憲一さん、講元・松田昌太郎
さん、世話人・関口初午郎さん。後列左より副会計・
田嶋郁夫さん、会計・栗原真太郎さん、世話人・田島
重良さん。他に、柳原平男さん、高橋英夫さんが世話
人として講運営にご助力いただいております。

講元

松田　昌太郎
昭和5年生まれ	（86歳）
趣味：グランドゴルフ

「初代・町田林講元の時から
世話人として講運営に携わ
り、平成２７年に第４代講
元に就任しました。仕事の
関係で古くから笠間とはご
縁があり、４０年ほど参拝
を続けています。稲荷大神
様にはお願いごとをするだ
けでなく、きちんとお祀り
をすること、お礼を申し上
げることが大切だと思って
おり、講員にも信仰の心を
伝えています。」

「講中を訪ねて」でご紹介させていただく講中を募集しております。訪問、取材へのご協力を宜しくお願い致します。 11



ご案内
笠間稲荷神社

月
詣
り

当
社
に
は
「
月
詣
り
」
を
さ
れ

る
崇
敬
篤
い
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

月
詣
り
と
は
、
月
毎
に
大
神

様
の
御
加
護
を
受
け
、
前
月
よ

り
の
平
穏
無
事
を
感
謝
し
、
新

た
な
御
神
徳
を
頂
く
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
月
詣
り
の
方
に
は
神

苑
に
咲
く
花
を
表
し
た
御
幣
を

授
与
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
月

か
ら
で
も
始
め
て
頂
け
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
受
付
ま
で

お
申
し
出
下
さ
い
。

祈
祷
案
内

合
格
祈
願

　

当
社
で
は
、
合
格
祈
願
の
御
祈

祷
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
社
の

末
社
に
は
菅
原
神
社
が
鎮
座
し

て
お
り
、
学
業
成
就
・
受
験
合
格

の
神
様
で
あ
る
菅
原
道
真
公（
天

神
様
）が
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
入
学
試
験
、
国

家
試
験
、
資
格
な
ど
各
種
試
験
の

際
に
は
、
稲
荷
大
神
様
・
天
神
様

の
御
神
徳
を
お
受
け
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
初
穂
料　

五
千
円
よ
り
）

　

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

祈
祷
の
ご
予
約
が
頂
け
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

奉
納
募
集

当
社
で
は
威
儀
物
や
祭
典
に

用
い
ら
れ
る
祭
具
の
ご
奉
納
を

お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
ご

奉
納
頂
け
る
方
は
笠
間
稲
荷
神

社
社
務
所
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

ご
奉
納
頂
い
た
方
の
芳
名
は
末

永
く
顕
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ご
奉
納
頂

き
ま
し
た
ご
崇
敬
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
簾
・
胡
床
・
装
束
・
几
帳
等

　

多
種
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

笠
間
稲
荷
神
社

検 

索

12



日本の心を大切に、想い出に残る神前結婚式
笠間稲荷神社の御祭神・宇迦之御魂神は、生命の根源を掌る「いのち」の根の神様でございます。
神前結婚式は、代々受け継がれてきた「いのち」を、これより後もつないでいく約束をする、
新郎新婦お二人の人生の大切な節目です。

初　穂　料：亀式5万円（雅楽生演奏1名）、鶴式10万円（雅楽生演奏3名、巫女舞あり）
挙　式　場：社務所内・儀式殿（見学可）、拝殿挙式は斎行致しておりません。
設　　　備：披露宴・パーティー会場は併設しておりません。控え室ご両家各1室、更衣室1室使用可。
撮　　　影：境内撮影自由、挙式中の撮影は一部制限があります。撮影用の椅子等の貸出は不可。
衣　装　等：和装・洋装の決まりはありません。衣装はご自身でご用意下さい。
参　列　者：基本的に親族のみ可、新郎新婦含む30名以内は規定初穂料にて斎行、31名以上は1名毎500円増。
　　　　　　挙式参列可能人数は両家各18名まで、直会は60名程度まで対応可。いずれも要相談。
挙 式 時 間：亀式1時間、鶴式1時間15分程度。祭典日を除き9時～15時の間の希望時間より斎行可。

＜お問い合わせ＞　笠間稲荷神社社務所　崇敬係（すうけいかかり）  
　　　　　　　　　　　 ☎0296(73)0001　9:00～16:00
結婚式のお申し込み・式場のご見学・ご相談等でご来社の際は、前日までにご連絡下さい。
祭事等の都合によりご案内致しかねる場合がございますので、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

稲荷大神様の御加護の下、ご両家の絆を固く結び、
お二人の末永いお幸せを心よりお祈り申し上げます

13



　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
よ
り
間
も
な
く
五
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

御
本
殿
を
始
め
拝
殿
・
鳥
居
・
玉
垣
・
石
碑
な
ど
各
所
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
当
社
で
も
、
修
復
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
多
く
の
修
繕
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
鳥
居
の
復
旧
に
は
未
だ
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
居
再
建
の
た
め
に
皆
様
方
の
ご
支
援

ご
奉
賛
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
ご
奉
賛
に
つ
い
て

一
、�

ご
奉
賛
は
、
ご
参
拝
の
お
り
か
現
金
書
留
、
郵
便

振
替
、
銀
行
振
込
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

　
　

�

但
し
お
振
込
の
場
合
、
ご
本
人
様
の
住
所
等
の
確

認
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、�

ご
奉
賛
戴
き
ま
し
た
際
に
は
、
早
速
大
神
様
に
ご

奉
告
申
し
上
げ
、
芳
名
簿
に
記
し
、
ご
神
前
に
献

納
し
永
く
顕
彰
致
し
ま
す
。

◎
振
込
先
の
ご
案
内

　

郵
便
振
替
の
場
合

　
　

口
座
記
号
番
号　

〇
〇
三
五
〇
‐
二
‐
六
五
〇
八

　
　

宗
教
法
人
笠
間
稲
荷
神
社

　

指
定
銀
行
振
込
の
場
合

　
　

常
陽
銀
行
笠
間
支
店（
普
）一
一
八
二
七
一
七

　
　

宗
教
法
人
笠
間
稲
荷
神
社

　
　

代
表
役
員　

塙　

東
男

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

笠
間
稲
荷
神
社　

復
興
奉
賛
会

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
九
六
ー
七
三
ー
〇
〇
〇
一

鳥居の再建にご協力のお願い

完成予想図
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その他、ご質問等ございましたら、
神社社務所までお問い合わせ下さい。

笠間稲荷神社社務所 
☎０２９６（７３）０００１

Ｑ �

ど
う
し
て
御
神
札
や
お
守
り
を
一
年
ご
と
に
交
換

す
る
の
で
す
か
？

Ａ ��
神
社
で
は
「
常
若
」と
い
う
思
想
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
常
若
」
と
は
、
常
に
若
々
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
一
年
ご
と
に
新
し
い
御
神
札
、
お
守
り
を
お

受
け
頂
く
こ
と
で
、
常
に
若
々
し
い
神
様
の
お
力
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ �

お
守
り
は
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
と
良
く
な
い
の
で
す

か
？

Ａ ��

異
な
る
神
社
の
お
守
り
を
複
数

お
持
ち
頂
い
て
も
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
お
守
り
と
い

う
の
は
神
様
の
お
力
の
込
め
ら

れ
た
神
符
で
す
の
で
、
お
土
産

物
を
持
つ
感
覚
で
は
な
く
、
丁

寧
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
お
取
り
扱
い
下
さ
い
。

Ｑ �

御
神
札
と
お
守
り
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
？

Ａ ��

御
神
札
は
神
棚
に
お
祀
り
し
て
頂
き
、
お
守
り
は
常

に
身
に
付
け
て
お
持
ち
頂
き
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
神

様
の
お
力
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
出
来
る
限

り
清
浄
に
、
丁
寧
に
扱
う
こ
と
を
心
が
け
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。


